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⚫ 「具体的に何をやればよいか分からない」との中小企業の声も多いことから、専門家による省エネ診断への支援を

実施。令和7年度補正では、改善提案の実現に向けて、ソリューションを提供する企業とのマッチングプラット

フォームを創設。加えて、進捗状況のフォローアップを強化（取組が進んでない企業に対しては伴走支援を紹介な

ど）。

省エネ診断 令和7年度補正予算額：33億円
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診断名 対象 概要
診断を行う

機関
特徴 費用（税込）

※診断を受ける者の負担額

省エネ最適化診断
/ウォークスルー

診断

工場・
事業所

１日の診断で、工場やビル等
全体のエネルギーのムダを確
認。

事業所の規模によりメニュー
が決定。

※診断名は
“省エネ最適化診断”

✓ 再エネの提案を組み合わせるため、脱
炭素化の加速に繋がる

✓ 省エネ最適化診断受診後の深堀り支援
として、データを活用した「ステップ
アップ診断」を提供

・小規模診断：7,920円
・A診断：10,670円
・B診断：16,940円
・大規模診断：25,850円
・ステップアップ診断：16,940円

※診断名は
“ウォークスルー診断”

✓ 地域の支援機関や設備メーカー、エネ
ルギー関連企業など、幅広い診断機関
から選んで申込可能

・300kl診断：15,290円
・1,500kl診断：21,010円
・3,000kl診断：26,840円
・カスタム診断：～48,840円

特定
設備
のみ

半日～１日の診断で、特定設
備のエネルギーのムダを確認。

✓ 空調やボイラ、生産設備など、設備１
つから申込が可能

・１設備5,720円～
※最大２設備まで

ＩＴ診断
工場・
事業所

設備・プロセスごとのエネル
ギー使用状況を計測・分析。

よりきめ細やかな提案を実施。

✓ 数週間～数か月の計測により、エネル
ギー使用状況を可視化

✓ 設備更新の具体的な検討に活用可能

支援内容に応じて個別に見積

22,000～55,000円程度を想定
（最大220,000円）

伴走支援
工場・
事業所

ウォークスルー診断やＩＴ診
断及び省エネ最適化診断を受
診後に活用できる、省エネ取
組実施に向けた支援。

✓ ウォークスルー診断やＩＴ診断及び省エ
ネ最適化診断の 省エネ提案の実行をサ
ポート

✓ 経営の専門家も参加、設備投資計画の作
成、仕様検討等に対応

支援内容に応じて個別に見積

11,000～22,000円程度を想定
（最大48,840円）

（一財）省エネル
ギーセンター

省エネお助け隊

登録診断機関

（一財）省エネルギーセンター 省エネお助け隊 登録診断機関

• 申込書に必要事項を記入し、メール・FAXで申込
• 診断の詳細、お問合せ先、申込書の確認は下記HPへ
【HP】https://www.shindan-net.jp/

※予算上限に達した場合、年度途中で申込受付を終了する可能性があります。

• 特設サイトより診断機関を選択し、オンライン申込やお問合せが可能
• 診断の詳細、お問合せ先、申込書の確認は下記HPへ
【HP】https://shoeneshindan.jp/

※最新の受付状況は診断機関にご確認ください。

省エネお助け隊

登録診断機関

省エネお助け隊

登録診断機関

省エネお助け隊

【参考】省エネ診断の比較（令和7年度事業）
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省エネ診断報告書（例）

https://www.shindan-
net.jp/service/pdf/shindan_factory_sample.pdf?date=20240409

出典：（一財）省エネルギーセンター

https://www.shindan-net.jp/service/pdf/shindan_factory_sample.pdf?date=20240409
https://www.shindan-net.jp/service/pdf/shindan_factory_sample.pdf?date=20240409
https://www.shindan-net.jp/service/pdf/shindan_factory_sample.pdf?date=20240409
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省エネ診断報告書（例）

出典：（一財）省エネルギーセンター
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省エネ診断報告書（例）

出典：（一財）省エネルギーセンター
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省エネ診断事例

次ページ以降は、省エネ診断の事例を数点掲載しています。

大きな設備投資（設備改善）を伴わず、

運用を改める（運用改善）だけで、

大きな省エネ効果が得られる例もあります。

省エネ診断は自社のエネルギー消費量や

温室効果ガス排出量の把握等、省エネ・カーボンニュートラルの

取組を始める最初の一歩です。

これまでに省エネ取組をしっかり進めてきたという企業様でも、

省エネ診断を受け新たな気づきがあったという

例もありました。

次の事例も参考にしつつ、是非省エネ診断の受診を

お客さまにお勧めいただければ幸いです。

■ 事例掲載ページ：（一財）省エネルギーセンター

① https://www.shindan-net.jp/offer

  ② https://www.shindan-net.jp/catalog ［省エネ事例集］  
① ②

https://www.shindan-net.jp/offer
https://www.shindan-net.jp/offer
https://www.shindan-net.jp/offer
https://www.shindan-net.jp/offer
https://www.shindan-net.jp/offer
https://www.shindan-net.jp/offer
https://www.shindan-net.jp/offer
https://www.shindan-net.jp/offer
https://www.shindan-net.jp/offer
https://www.shindan-net.jp/catalog
https://www.shindan-net.jp/catalog
https://www.shindan-net.jp/catalog
https://www.shindan-net.jp/catalog
https://www.shindan-net.jp/catalog
https://www.shindan-net.jp/catalog
https://www.shindan-net.jp/catalog
https://www.shindan-net.jp/catalog
https://www.shindan-net.jp/catalog


9

省エネ診断事例（汎用機械器具製造業）

出典：（一財）省エネルギーセンター（一部編集）
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省エネ診断事例（金属製品製造業）

出典：（一財）省エネルギーセンター（一部編集）

運用改善
915千円/年
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省エネ診断事例（福祉施設）

出典：（一財）省エネルギーセンター（一部編集）

運用改善
659千円/年
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省エネ診断事例（小売業）

出典：（一財）省エネルギーセンター（一部編集）

運用改善
637千円/年



国の省エネ設備補助金等の利用にプラス

• 省エネ診断を受診すると省エネ補助金の採択時の加点に。

申請は簡単

• 補助金申請と比較すると申請に係る手間が少なく、お気軽に申込可能。

省エネのプロからのアドバイス

• 省エネのプロから現地でのウォークスルーの結果に基づいた客観的なアドバイスを得ることが可能。

• 運用改善だけで十分な省エネ効果が得られる可能性がある。

費用は超安価

• 見積り無料

• 診断費用に補助金が9割入るため、自己負担が1割に。

13

省エネ診断まとめ



【参考】令和7年度 省エネ診断実施スケジュール
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環境共創イニシアチブ実施事業

（ウォークスルー診断、IT診断、伴走支援）

2025年3月下旬頃～申込受付開始

省エネルギーセンター実施事業（省エネ最適化診断）

2025年4月15日（火）～申込受付開始

注：令和7年度事業



（中小機構近畿本部 チラシ）
https://www.smrj.go.jp/regional_hq/kinki/sme/sdgs_cn/index.html

◼場所：対面またはオンライン

◼相談時間：平日 9時～17時（1時間単位）

◼費用：無料

排出量算定、アドバイス

◼場所：訪問またはオンライン

◼費用：3回無料

相談

✓ カーボンニュートラルの進め方はどうするのか？

✓ 経営にどうやって活かのか？

✓ SBT認定はどうやって取るのか？

など、幅広い相談に対応

ハンズオン支援（専門家派遣）

◼期間・日数：10ヶ月・20日程度

◼費用：17,500円（専門家1名・1日あたり）

中小機構のカーボンニュートラル相談窓口

⚫ 中小企業・小規模事業者を対象としたカーボンニュートラル・脱炭素化について、オンライン相談

窓口を2021年10月に開設。

⚫ 2021年12月以降は北海道・東北・関東・中部・北陸・近畿・中国・四国・九州本部で対面相談窓口

を開設。

⚫ 相談対応に加え、カーボンニュートラルに向けた伴走支援も実施。
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https://www.shindan-net.jp/selfcheck/

【省エネセンター】セルフ診断ツール（無料）

エネルギー使用量や延床面積等を入力すると診断結果が表示
原油／CO2／金額換算ベースの削減ポテンシャル等も合わせて表示

過去の約13,000件の診断実績からAIが削減メニューを提示するほか、同業他事業所の比較グラフなども表示される。
16

出典：省エネ・節電ポータルサイト

https://www.shindan-net.jp/selfcheck/
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https://www.shindan-net.jp/selfcheck/
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⚫ エネルギーコスト高対応と、カーボンニュートラルに向けた対応を同時に進めていくため、工場全体の省エネ（Ⅰ）、製造プロセス

の電化・燃料転換（Ⅱ）、リストから選択する機器への更新（Ⅲ）、エネルギーマネジメントシステムの導入（Ⅳ）の４つの類型で、

企業の投資を後押し。

⚫ 令和７年度補正より、GXⅢ類型を創設するとともに、サプライチェーンで連携した取組等への支援を強化する。

省エネ・非化石転換補助金
【国庫債務負担行為含め総額 2,450億円】 

※令和７年度補正予算額：675億円
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⚫ 省エネ・非化石転換補助金による直接的な効果は、平成24年度から令和5年度までの累計で年間約315万kl、ストッ

クで2,189万klの省エネを達成（令和5年度補正採択事業平均燃料単価（10.7万円）を参考とすれば、年間3,370億

円、ストックで2.3兆円の削減。累計補助額3,338億円に対して⼤きな効果）。

⚫ これまで大きな効果を生み出して来た一方で、新たな省エネ効果の増加量は減少傾向。①競争力強化による省エネ

設備の普及加速や、②従来の省エネ性能の向上に比べて更なる高みを目指すメーカーを強力に支援する必要。

省エネ・非化石転換補助金の成果と課題

19

省エネ・非化石転換補助金による省エネ効果（実績）

出典：第49回 省エネルギー小委員会資料



⚫ 光熱費等の高騰が進む中で、更なる省エネ対策を進めるためには、これまでの支援策に加えて、

① メーカーに対して、省エネ設備の普及拡大に向けた企業の成長へのコミットを促すとともに

② 既存の省エネ水準を大きく超える設備の導入促進が重要であり、

   GXⅢ類型を創設し、これらに取り組む企業への支援を強化する。

令和7年度補正の強化① GXⅢ類型の創設
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GXⅢ類型（トップ性能枠）の事例想定
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【参考】GXⅢ類型の創設について
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令和7年度補正の強化② サプライチェーン連携による省エネ

⚫ 欧州を中心としたサプライチェーン上の脱炭素要請や、金融市場からのScope３も含めた企業のサステナビリティ

情報の開示要請を背景に、サプライヤーとの脱炭素に向けた連携強化に向けた動きが加速しつつある。

⚫ 中小企業が行える脱炭素の取組は、①太陽光発電の導入か、②省エネが中心であり、今後、例えば、下流の大企業

が上流の中小企業に知見等を共有するなど、サプライチェーン連携による具体的な省エネ対策の実施が期待される。

＜サプライチェーンにおける省エネ連携イメージ＞

23



トヨタ（自動車大手） FUJI（機械）

＜活動背景・目標＞

• 2050年までにScope３のCO2排出量を80
％削減していくことを目標に活動。

＜意識醸成＞

• Tier１を中心としたサプライチェーン全体
の説明会を開催し、脱炭素に取り組む必要
性を説明し、CO2排出量の算定と削減目標
の設定を依頼。

＜チームアップ＞

• 算定を促すにあたっては、全体説明会だ
けでは実施に至らない企業も多く、個別の
意見交換会を複数回実施。

• また、省エネ診断の活用も推奨。算定を実
施した企業に対しては、診断費用の補助を
検討。

• 排出量のデータ算定を実施した企業は
2024年度は約20社。2025年度は約40社、
2026年度は約60社まで増やしていくこと
を想定。

福井鋲螺（自動車中堅）

＜活動背景・目標＞

• 欧州規制や取引先の脱炭素取組等を
背景に、2030年までにカーボンニュ
ートラルを目標として、サプライヤ
ーとの“対話”を重視した“寄り添
い活動”を行う。

＜チームアップ＞

• サプライヤー先に実際に訪問し、省
エネ診断による現状把握やデータ解
析を行い、省エネ改善取組を提案。

• 支援先は令和７年度で5社まで拡大。
金融機関（福井銀行）とも連携しなが
ら進めている。

＜改善の実行＞

• 実行への伴走支援やフォローも実施。
具体的な設備更新等に繋がっている。

＜活動背景・目標＞

• 脱炭素動向を背景に、2050年カーボン
ニュートラルに向けて自社・サプライ
ヤーともに各目標を設定して、サプラ
イヤー支援活動を2021年より開始。

<意識醸成>

• 関係サプライヤーに対して、勉強会な
どを通じてカーボンニュートラルにつ
いての基礎知識や取り組む必要性を共
有すると共に、伴走支援のスキームを
説明。

＜チームアップ＞

• その上で希望するサプライヤーに対し
て、伴走支援として定型活動をベース
に体制づくりからトヨタ生産方式をも
とにしたエネルギーの無駄を取り除く
方法などの個社支援を実施。

• これまで90社の支援を実施。

説明会の様子 全体説明会の様子
24

サプライチェーン連携による取組事例（１）

出典：第49回 省エネルギー小委員会資料



中国地域GX・サプライチェーン・サミット（中国経済産業局×マツダ株式会社）

議事

開会挨拶

省エネ政策の動向
○ 資源エネルギー庁より、脱炭素・省エネの動向や取り

組む必要性、省エネ政策を紹介。

中国地域の取組状況
○ 中国経済産業局より、サミット開催目的や中国地域の

省エネ取組状況を説明。

マツダのサプライチェーンにおけるカーボン

ニュートラルに向けた取組

○ マツダより、今後の目標や省エネ推進に向けたサプラ

イヤとの進め方や支援内容などを説明。地域と連携し

てサプライヤーと一緒に推進していくことを示した。

省エネルギー相談会
○ サプライヤー企業が省エネの進め方を相談する場。省

エネ支援機関より各社に寄り添った支援策を紹介。

＜サミットの様子＞

サプライヤー企業：

・マツダ様がここまでやっているのだから、もっと我々も省エ

ネを真剣に考えないといけない。

・中小企業向けでも実行可能な支援内容を支援機関から伺えて、

予想していなかったので嬉しい誤算だった。

金融機関：

・サミットの様子を話せば/見せれば、中国地方全体の省エネへ

の動き(熱量)が伝わり、行内への意見も通しやすくなる。

⚫ 2025年11月26日に、マツダがサプライチェーンにおけるカーボンニュートラルを推進していくため、サプラ

イヤー企業を対象に省エネ推進の重要性や方向性を共有する場として、「中国地域GX・サプライチェーン・

サミット」を中国経済産業局と連携し開催。

⚫ ※ 44社のサプライヤーが参加。その他、省エネ支援機関や地域の金融機関、自治体等も参加。

＜参加者からのコメント＞

↑省エネルギー相談会の様子
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サプライチェーン連携による取組事例（２）

出典：第49回 省エネルギー小委員会資料



【参考】サプライチェーン連携枠の創設について
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（参考）中小企業に対する脱炭素要請の高まり

⚫ 取引先から排出量計測・カーボンニュートラルへの協力を要請された中小企業の割合が2020年

から2022年のわずか2年間で倍増するなど、脱炭素に向けた波が徐々に顕在化。

⚫ 脱炭素化に向けた取組に関する協力要請のうち、「省エネ」は最も回答割合が高い。
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（参考）中小企業のカーボンニュートラル対策と省エネ

⚫ 製造業・非製造業ともに、中小企業のカーボンニュートラル対策の検討・実施が徐々に拡大。具体

的な方策として、省エネのための設備導入、業務プロセスの改善などの省エネ対策を検討・実施と

いう回答が多数。多くの中小企業にとって、省エネはGXの第一歩。

⚫ ただし、実際に省エネ対策を実施した事業者はまだ限定的。
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令和7年度補正の強化③ 水素対応設備等への支援強化

⚫ 一部メーカーにおいて、追加的なカスタマイズで水素対応に変更できる都市ガス設備など将来的に水素に対応でき

る設備（水素Ready設備）や導入時点で水素を使用できる設備（以下「水素対応設備」という。）の導入が開始し

ている。

※ 水素対応へのカスタマイズに必要な設備は①混合設備、②水素圧縮機、③脱硝設備等。

⚫ 水素対応設備は試験的に導入するケースやエネルギー情勢を踏まえた燃料転換を念頭に置いた運用が想定されるた

め、新設や更新時の併用、改造についても支援が必要。
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【参考】令和7年度省エネ・非化石転換補助金 公募スケジュール

30

1次公募期間 2025年3月31日（月）～4月28日（月）

2次公募期間 2025年6月2日（月）～7月10日（月）

Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ型

単年度

 2025年8月13日（水）～10月31日（金）

複数年度

2025年8月13日（水）～2026年1月13日（火）

Ⅲ、Ⅳ型

2025年8月13日（水）～9月24日（水）

3次公募期間

次ページは省エネ補助金の活用事例をご紹介します。

右のQRコードから事例の検索が可能です。

注：令和7年度事業

https://sii.or.jp/cutback/example/search

https://sii.or.jp/cutback/example/search


省エネ・非化石転換補助金（Ⅲ型、Ⅳ型）【参考】省エネ補助金事例（プラスチック製品製造業）

31
出典：（一社）環境共創イニシアチブパンフレット（一部編集）
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【参考】省エネ補助金事例



https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/
government/data/package_r7.pdf

● 令和7年度補正予算案における省エネ支援策パッケージ

● 各支援策の公募情報については、今後省エネポータルサ
イトに順次掲載

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/
enterprise/support/

● 経済産業省 令和7年度補正予算

https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2025/hosei/index.html

● 経済産業省 令和8年度予算（案）

https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2026/index.html
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https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/government/data/package_r7.pdf
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経済産業省のカーボンニュートラル関連施策について、「取組
内容（省エネ診断や設備導入）」、「支援対象者」、「公募時
期」などの情報をわかりやすく掲載しています。

カーボンニュートラル（省エネ、再エネ導入等）に取り組む際
のヒントを、中小企業等の方々に広く知っていただくことを目
的に、企業・団体の取組事例を作成しました。
様々な業種において、「取組に至った背景」「実施内容」「取
組の結果」等を紹介しています。

https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/guide/guide.html

https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/cn_jirei/index.html

カーボンニュートラル入門リーフレット関西企業等の取組事例

カーボンニュートラル関連・施策マップ

https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/cn/pr.html

カーボンニュートラルに資する取組イメージを分かりやすく伝
える広報ツールとしてリーフレットを作成しました。
事業者の方向けに、カーボンニュートラル達成に向けた取組を
ステップに分けてご紹介しています。自社でカーボンニュート
ラルに向けた取組を進める一歩となれば幸いです。

◆ お問合せ先
近畿経済産業局 資源エネルギー環境課
電話番号：06-6966-6041

◆ お問合せ先
近畿経済産業局 資源エネルギー環境課
電話番号：06-6966-6041

◆ お問合せ先
近畿経済産業局 カーボンニュートラル推進室
電話番号：06-6966-6055

省エネのメリットや取組み方、定期報告書等の書類に出てくるわ
かりにくい専門用語についても解説していますので、初めてエネ
ルギー管理を担当される方は最初の第一歩として、ベテランの方
は復習用教材としてご活用下さい。
https://www.youtube.com/watch?v=Y4Tdp7VPhmk&list=PLcRmz7bR5W3ka1LMniFM8X
tTvtLFDfMHG

初心者のための改正省エネ法eラーニング講座

◆ お問い合わせ先
近畿経済産業局 エネルギー対策課
電話番号：06-6966-6051

企業のカーボンニュートラル促進に向けた支援ツール
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ご清聴ありがとうございました
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